
① 計画地の現況は農用地（畑）であり、計画地西側には河川（原市沼川）、北側には住居が隣接している。 

② 可燃物処理施設の処理方式については、ストーカ式を採用している。

③ プラント系排水は処理後、場内で再利用、余剰水を下水道放流とする （下水道は今後整備予定）。

④ 保全すべき動植物の環境保全措置として、計画地内における湿地環境の創出が計画されている。

（仮称）上尾伊奈ごみ広域処理施設整備事業の概要

都市計画決定権者 伊奈町 事業内容 廃棄物処理施設の設置 事業規模 252.5 t/日
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